補助事業実績表(共同研究事業)
１　実施した事業内容　

２　今後の事業展開の見通し


３　事業により得られた成果・効果


記載例





現在、自動車業界は100年に1度の変革期を迎えるといわれており、先の見通しが難しい状況であるため、自社製品予定の「○○システム」の開発を進めた。


「○○システム」は、～を可能にするシステムである。


しかし、「○○システム」は▼▼構造となっており、▽▽部分について、専用の機械および知見がなえれば直接確認することができない。


そこで、▼▼工業大学と共に、共同研究という形で、□□設備及び知見をお借りして、自社製品の開発を進めていった。





当該事業の具体的な進め方


１）　サンプルデータ準備


サンプルデータの準備として、○○を実施し、データを取得した。





2）　専用設備を使った測定及びシミュレーション


シミュレーションを実施したことで、数値が取得でき、今後の改善点や改善方法が明確化した、


○○システムについては、▽▽部分の数値が理想としていたものよりも低かったため、


改善策を共同研究の中で検討した。





３）　解析結果をもとに、内部構造の再確認


シミュレーションのデータをもとに、▽▽部分の構造を再分析し、内部構造のブラッシュアップを図る。





４）　設計


　　　　・


　　　　・


　　　　・





今後の事業展開については、


今回の共同研究によってブラッシュアップされた○○システムの仮設置を進めていく。


自社の設置だけでなく、現在かかわりのある30社程度の企業宛に、仮設置を依頼中。


仮設置を行い、使用感について、意見を集める。


現在、自社には営業部門がないため、新たに営業部門を設立し、自社製品の売り込みの仕方を考えていく。


目標としては、目標としては、自動車分野以外の２本目の柱として、年間〇億円以上の売り上げをあげること。





今回の共同研究により、


・○○システム開発について、企画の段階から高い精度で、シミュレーションをすることができ、製造現場での設置後の改善作業が軽減された。


・専門家的な意見をもらうことで、自社だけでは考えつかなかった課題の解決策や、知らなかった測定方法を教えていただくことができた。実際に、数値として▽▽部分の測定数値を○まで向上させることができた。


これらにより、○○システムについて、より付加価値の高い製品の生産、応用製品の開発が期待できる。











